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実

施
日

；
２

０
１

８
年

１
０

月
２

６
日

(
金

)
 

 
晴

 

◇
参

加
者

；
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
名

。
 

 

９
月

２
８

日
に

釈
迦

ヶ
岳

山
頂

の
石

積
に

注
意

標
識

設
置

と
台

風
２

１
号

に
よ

る
倒

木
を

処
理

し
た

が
、
そ

の
後

の
台

風
２

４
号

で
再

び
倒

木
が

発
生

。

倒
木

の
処

理
と

先
月

行
け

な
か

っ
た

深
仙

宿
ま

で
の

奥
駈

道
の

調
査

を
行

っ

た
。

 

先
月

は
多

数
の

倒
木

処
理

で
一

時
間

半
ほ

ど
余

分
に

時
間

が
か

か
っ

た
の

で
、

今
回

は
午

前
７

時
半

か
ら

登
り

始
め

た
。

１
０

分
弱

で
最

初
の

倒
木

が

あ
る

。
 

 
 

 
 

 

こ
の

倒
木

は
そ

の
ま

ま
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
先

月
切

り
残

し
た

倒
木

処
理

 

 登
山

道
の

上
、
低

い
位

置
に

斜
め

に
な

っ
て

先
端

が
木

に
引

っ
か

か
っ

て

止
ま

っ
て

い
た

。
十

分
切

れ
る

太
さ

(
３

０
㎝

)
で

は
あ

る
が

、
引

っ
か

か
っ

て
い

る
先

端
を

降
ろ

す
手

立
て

が
思

い
つ

か
ず

そ
の

ま
ま

に
し

た
。
こ

の
場

所
に

は
先

端
を

回
り

込
む

形
で

、
は

っ
き

り
と

し
た

踏
み

跡
が

つ
い

て
い

た
。
 

先
月

切
り

残
し

た
倒

木
を

数
本

切
り

、
古

田
の

森
南

約
７

０
０

ｍ
の

地
点

で
新

し
い

倒
木

が
あ

っ
た

。
根

返
り

し
て

登
山

道
を

塞
い

で
い

る
。

約
３

０

㎝
の

ブ
ナ

で
枝

の
一

部
は

下
を

く
ぐ

れ
る

よ
う

に
切

り
取

ら
れ

て
い

た
。

 

 
 

 
 

 

新
し

い
倒

木
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

切
除

後
、

根
は

元
通

り
に

 

枝
を

少
し

落
と

し
て

、
根

元
か

ら
３

ｍ
位

の
所

で
切

断
。
切

断
と

同
時

に

根
は

元
の

位
置

に
戻

り
、

幹
は

垂
直

に
な

っ
た

。
１

０
分

程
で

処
理

が
終

わ

り
、

古
田

の
森

で
休

憩
後

、
千

丈
平

か
ら

奥
駈

道
の

分
岐

に
到

着
。

 

 
 

 
 

 

笹
が

伸
び

て
い

る
 

 
 

 
 

 
 

 
深

仙
宿

ま
で

の
間

で
倒

木
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千
丈

平
の

か
く

し
水

は
よ

く
流

れ
落

ち
て

い
た

。
 

奥
駈

道
の

分
岐

か
ら

深
仙

宿
を

目
指

す
が

、
約

３
０

０
ｍ

の
区

間
は

笹
が

両
側

か
ら

腰
あ

た
り

ま
で

伸
び

て
登

山
道

を
隠

し
て

お
り

、
こ

の
辺

り
の

笹

刈
り

が
必

要
だ

と
感

じ
た

。
 

 
 

 
 

 

傾
い

た
西

行
法

師
歌

碑
を

戻
し

補
強

 
 

 
 

 
 

 
 

 
石

楠
花

を
伐

採
 

 

深
仙

宿
ま

で
に

古
い

倒
木

５
本

を
切

除
。

新
し

い
倒

木
は

２
本

、
か

な
り

大
き

い
ト

ウ
ヒ

が
登

山
道

を
完

全
に

遮
っ

て
い

た
。

切
れ

な
い

こ
と

は
無

い

が
、

大
物

で
枝

の
数

も
多

く
、

一
本

の
処

理
に

３
０

分
近

く
か

か
り

そ
う

な

こ
と

、
既

に
は

っ
き

り
と

し
た

歩
き

や
す

い
捲

き
道

が
出

来
て

い
た

こ
と

、

こ
の

場
所

の
奥

駈
道

が
降

雨
時

に
川

に
な

る
深

い
溝

に
な

っ
て

い
る

事
な

ど

を
考

慮
し

て
処

理
せ

ず
現

状
の

ま
ま

に
し

た
。

 

深
仙

宿
に

到
着

。
７

月
に

設
置

さ
れ

た
西

行
法

師
の

歌
碑

が
大

き
く

南
側

に
傾

い
て

い
た

。
お

堂
横

に
あ

っ
た

パ
イ

プ
と

鉄
筋

で
支

え
を

取
付

け
て

垂

直
に

戻
し

た
。

 

昼
食

を
済

ま
せ

て
１

２
時

に
深

仙
宿

を
離

れ
た

。
帰

り
道

で
は

地
面

に
横

た
わ

っ
て

い
る

古
い

倒
木

を
３

本
切

除
、

一
本

に
ス

テ
ッ

プ
を

切
り

、
最

後

に
登

山
口

近
く

の
石

楠
花

の
斜

木
を

伐
採

。
こ

の
石

楠
花

は
過

去
に

数
回

枝

切
り

を
し

て
い

た
が

、
根

が
浮

き
上

が
っ

て
来

て
い

る
の

で
、

今
回

根
元

近

く
で

全
部

切
り

取
っ

た
。

 

奥
駈

道
の

分
岐

か
ら

深
仙

宿
ま

で
を

歩
く

の
は

、
２

０
１

２
年

１
０

月
２

５
日

以
来

な
の

で
、

ち
ょ

う
ど

６
年

ぶ
り

に
な

る
。

６
年

前
は

、
笹

で
見

え

な
か

っ
た

段
差

を
踏

み
外

し
て

太
腿

の
筋

肉
が

切
れ

て
、
深

仙
宿

か
ら

登
山

口
ま

で
５

時
間

を
か

け
て

降
り

た
。
６

年
経

つ
と

足
の

筋
肉

も
以

前
と

変
わ

ら
な

い
状

態
に

な
っ

た
が

、
あ

の
時

の
記

憶
が

よ
み

が
え

っ
て

き
て

、
笹

の

中
を

下
る

と
き

は
慎

重
に

な
る

。
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

太
尾

登
山

口
0
7
:
3
0
→

0
8
:
2
6
不

動
木

屋
分

岐
→

0
9
:
2
0
古

田
の

森
→

0
9
:
5
5

千
丈

平
→

1
0
:
0
0
か

く
し

水
→

1
0
:
1
3
奥

駈
道

分
岐

→
1
1
:
2
0
深

仙
宿

1
2
:
0
0

→
1
2
:
3
9
千

丈
平

→
1
3
:
2
0
古

田
の

森
→

1
3
:
5
6
不

動
木

屋
分

岐
→

1
4
:
5
3
太

尾
登

山
口

。
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


